
平成24年度 平成28年度 令和3年度 計

円 円 円 円 円 円

9,240,000 69,296,040 29,950,800 108,486,840

交付金額 8,720,000 55,544,000 27,000,000 91,264,000

補助事業の始期及び終期 　平成24年度から令和3年度まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

補助事業の成果及び評価
並びに関係住民への周知
の実施状況

【成果】
　3路線の整備により、路盤の耐力不足やわだち掘れ及び亀状クラックなどの損傷部が解消され、車両通
行の円滑化及び交通の安全の確保が図られた。
【評価】
　事業完了後に3路線を利用している住民や福祉施設の職員など50名を対象にアンケート調査を行った
結果、約98％の方から円滑な通行や安全な通行ができるようになったと感じるとの回答を得るとともに、「デ
コボコがなくなり走行が円滑になった」や「車線が見やすく視野が広がり安全になった」等の意見があった
ことから、車両通行の円滑化及び交通の安全の確保が図られたと評価できる。
【周知の実施状況】
　町のホームページや広報誌で特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で整備したことを掲載し、地域
住民への周知を図った。

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

　今後とも車両通行の円滑化及び交通の安全の確保のため、路線の適正な維持管理
を行う。

事業評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　無

実 施 場 所 　宮城県加美郡色麻町四竃　地内

補助事業の成果の目標

 本事業は、町道の加茂堂線、四竃1号線、四竃2号線の3路線のアスファルト舗装の劣化が著
しいため、舗装工事を実施するものである。
 そのうち、加茂堂線は、県道小野田三本木線を起点とし、町役場西側、公立加美病院南側を
それぞれ経て、町道黒沢線、加美町町境及び国道457号線の交差部を終点とする幹線道路
である。
 また、四竃1号線は、町道加茂堂線の交差部（クランク部）を起点とし、町保健福祉センター南
側、児童公園をそれぞれ経て、国道457号線を終点とする幹線道路である。
 加えて、四竃2号線は、町道加茂堂線の交差部（クランク部）を起点とし、公立加美病院東側、
町保健福祉センター西側をそれぞれ経て、加美町との町境を終点とする幹線道路である。
 そして、これら3路線はそれぞれ、幹線道路として重要な路線であることに加え、四竃本郷工
業団地の造成により大型車両の通行が増加していることに伴い、道路の劣化が早まり路盤の
耐力不足やわだち掘れ及び亀状クラックが多数発生するなど、舗装の損傷が著しく、損傷部を
避けて慎重に通行することを余儀なくされ、病院や福祉施設利用者をはじめとする円滑な交通
に支障を来していることや、速度の遅い車両を追い越すことによる交通事故の危険が生じてい
ることから、舗装工事を実施し、車両通行の円滑化及び交通の安全の確保を図り、周辺住民
の生活環境の向上に貢献する。

補 助 事 業 の 内 容

　平成24年度　実施設計　一式
　平成28年度　舗装工事　L=926.85m　W=6.0m
　　　　　　　　　　（加茂堂線：L=675.02m　W=6.0m、四竃1号線：L=251.83m　W=6.0m）
　令和3年度　  舗装工事　L=396.80m　W=6.5m
　　　　　　　　　　（四竃2号線：L=396.80m　W=6.5m）

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名 　王城寺原演習場関連公共用施設（交通施設：加茂堂線外2舗装工事）整備事業

補 助 事 業 者 名 　色麻町長　早　坂　利　悦


